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【背景と目的】早産・低出生体重児の出生率の増加に伴い，脳障害や認知・行動障害な
どの発達障害のリスクを持った新生児が増加している。新生児期は中枢神経系の敏感期で
あり，ケア介入においては児のストレスを最小限にし，良好な発達を促すことが求められ
ている。近年は睡眠状態を安静・休止状態と考えるのではなく，脳の成長・発達期を促す
役 割 が あ る と 報 告 さ れ て い る 。 本 研 究 で は ， aEEG (amplitude integrated 
electroencephalograph) を用いて，新生児集中治療室  (Neonatal Intensive Care Unit；
NICU) にて管理された早産児の睡眠発達と神経行動発達の関連を調べ，早産・低出生体重
児ケアにおける睡眠へ注目する意義を検討した。 
【方法】対象は H 病院 NICU に入院中の早産児 21 名(出生時在胎週数 34.4 週±2.6 週，
出生時体重 2022.0±506.2g)で，除外基準を先天性疾患や脳障害を有する児とした。睡眠
発達の評価は aEEG を用い QS の持続時間を計測した。測定は QS が安定する在胎週数 37 週
以降に実施した。神経行動発達の評価は新生児行動評価法（ NBAS）を用い，慣れ反応，方
位反応，運動，状態の組織化，状態の調整，自律神経系の安定性の 6 項目を点数化した。
統計学的解析は QS の平均持続時間及びそのばらつきと，NBAS の 6 項目点数との関連を
Spearman の順位相関係数により調べた。すべての統計処理は SPSS を用い統計的有意水準
は危険確率 5％未満とした。  
【結果】QS の平均持続時間は NBAS の全ての項目において有意な関係性はみられなかっ
た。一方 QS の持続時間のバラつきは NBAS の状態の組織化（ρ=－0.444，p＜0.05）と状態
の調整（ρ=－0.472，p＜0.05）で有意な相関関係を示した。  
【考察】QS の発達と神経行動発達の関係を検討した結果，QS の持続時間にバラつきが少
ない児ほど NBAS の『状態の組織化』『状態の調整』のスコアが良好であった。QS のバラつ
きが少なく安定した児では QS に関わる皮質，脳梁，古皮質，視床といった領域が良好な発
達をとげ，意識状態の自己調整能力が高い結果となったと考えられる。よって QS の発達は
NICU 入院中の早産児の意識状態の自己調整能力に関わることが示唆された。  
【結語】QS の発達が良好な児ほど自己の状態を調節する神経行動発達が良好であること
が示唆された。NICU ケアにおいては，睡眠に着目し QS を阻害しないようなケア調整を行
う必要がある。  
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